
授業科目名 担当講師名 対象学年 

統合実習 学内教員 ３年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

実習 ２（９０） 
県立大島病院 

大島郡医師会病院 
後期 月～金 8:00～15:00 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員が担当している。 

学修内容 
看護チームの一員の体験、夜間実習、複数患者の受け持ちを通して知識・技

術態度を統合して看護実践力を身に付ける。 

到達目標 

１．看護管理の実際を知ることにより保健医療福祉チームにおける看護の

役割と機能の理解を深める。 
２．就寝前の患者の状況を知ることにより患者を総合的に理解する。 
３．複数患者の看護を優先順位と時間管理を考慮して実践できる。 
４．既習の知識、技術、態度を統合し、看護実践力を高める。 
５．これまでの学習を振り返り、将来の看護師としての自己の課題を明確 

にする。 

事前学習  

授業計画  

№ 授 業 内 容 

1 日目～15 日目 

実習の進め方 
 １）実習内容 

①管理実習：看護管理について臨床講義 
病棟管理者の役割 

②複数患者を受け持つ看護師のシャドウイング  
    ③複数患者（2 名）を受け持つ実習 

④夜間実習 1 日 （１３：３０～２１：３０） 
⑤夜間実習の振り返り 
⑥1 日目、11 日目、15 日目は学内実習 

  ２）1 グループ 5 名～6 名 教員は 1 名配置 夜間実習は教員は巡回指導 
 ３）複数受持ち以外のケアは原則として実施しない。 
実習記録：実習計画、実習日誌、経過記録、看護管理レポート 他  

履修上の要件 
領域別実習はすべて履修していることが望ましい 
統合演習ステップⅠ・Ⅱは履修していること 

テキスト、教材、 
参考書 

実習要項 
看護管理、医療安全ワークブック                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

成績評価の方法 出席状況、実習内容、実習記録、態度の総合評価 

備考  

 


